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ぼ pbase tbeoryが確立され,peak structureや Saxon-Huもner∴あ









Matsuda は 1966年に, islandizationの方法と呼ばれる新 しい方
法を案出し,それを用いて2つの 2原子格子 の混晶の振動数スペク トルに対
して,混晶が isdtopioであり,.原子間の相互作用が最近接相互作用に限 ら
れていて,-かつ相互作用がある層の対称性をみたしているならは, Saxon-
fiutnerの定理がなりたつことを示 した｡ 即ちA原子 とB原子 とからなる2
原子格子 (AB格子), A原子 と○原子 とからなる2原子格子 (A C格子),
及びこれ らの混晶 - 1つの subla.tticeの上には常にA振子があるが,も
う1つの sublatもiceの上には B原子とC原子 とが, randomに分布 して
いる結晶 - を考えると,AB格子とAC格子に共通なスペク トルの gapは
必ず同時に混晶のスペク トルの gapにともなっているというのであるo 従っ














-を考え,Toda が更に簡単な別法を提案し,また Matsuda によってこれ
が Herniもe形式の闇有値に関する一般的な定理の特別な場合にはかならな
いことが指鴇されるなどの発展があった｡従 って Saxon-Hutner型の定理
は,振動数スぺク トJt/の場合に限 らず一般に Hermiもe形式の/､ミル トニア
ンで記述 されるー任意の素に対してな りたっことにな り,樺 々の系に対して応
用出来ることが期待される｡
無秩序格子のスペク トルの peak strucもureに関しては,多次元の場合
7)









Hgrl及び Wada､は,上記の evaporatiQnの方法と,Dean が自己随伴
12)
演算子の固有値の boundに関する .katoの定理 を拡張することによって
導いた impurlty freゝqbenc'yまたは ImPuri,ty bandの boundに対せ
る公式とを併用することによって,臨界腎量比を estlmateすることができ












com pu も e･T に よ る 直 接 的 計 算 を 僚 い て は 末 だ あ ま り 進 ん で い な い O :ご -の 点 で ･
1 4)
最 近 M 左 も如 ▲ぬ , o g 坊 a , O ka da 等 が 行 っ て い る M 五 A P S に よ る 'c oa i se
1 5)
- gra in ed sp-e c もr u皿 の 計 算 と ,･ 旭 もsu ba ra 及 び y on ezaw a が 行 ら セ 'L.
い る G r e en 関 数 の d ia g ra m expa h g 'ion に よ る ス 云 ク ト ル の 計 算 が 注 目 さ
れ Jる o M E A P S と い う の は 要 求 さ れ る ス ペ ク ト ル の 精 度 即 ち 一･･ooa :rs 哲 .キ ･ー
g ra iーn in g の 度 合 に 応 じ て , 無 秩 序 格 子 の ス ペ ク ト ル を 適 当 に え ち ん 牢 規 紳
格 子 の 組 め ス ペ ク ト ル の 平 均 で お き か え る と い う 方 法 で あ る O 実 際 をと 我 妻 が
観 測 す る 物 理 量 は 多 少 と も c oa rs e 一 g ra in in g さ れ た 畳 で あ る か ら , こ の
方 埠 は 実 用 上 の 有 効 さ が 期 待 で き る と 同 時 転 , 理 論 的 に も マ ク ロ な 観 測 の 周
題 や c oa r s e - g 主意 i亘 ed p ropa ga t.o r の 問 題 と 関 連 し て 興 味 か あ Jり , 理 論
的な基 礎 づ け を 吏 庭 済 め る こ と が 必 要 で あ ろ う ｡
Green関 数 の 正.ia gram ex pa n s ion の 方 法 は , ph a s e 一七h eo ry の ノよ うr
な次元の制約はな く , ま た 線 々 の 物 魂 現 象 を 説 明 す る の VL 有 力 で あ る た め ,
無秩序藤子のスペクトル紅 対 じ q:も 強 升 な 武 器 に な る と と が 期 待 さ れ た が ,





















いっでもよいかもしれない1｡ この 2つのタイプの研剰 ま,基礎科学と技術
とが互に相補い,′互に刺激 し合いながら発達してきたのと同様に,互に柏補








において ,異るタイプの研究の足をひっぼるような論調が ともす れば且うけ
られたのは大変残念なことであった.仕事の具体的な内容にらいて,韓詮､的
な批判を行 うことはもちろん必要なことであるが,頭 ごなしに興るタイプの










言を呈~したくなるだけである｡ 上にのべた相互刺 激とい う意味で,phase
t,fle占ryやその他の厳密な方法の展開が,Diagr､amの方法の最近の発展に





2.非間期系の固有モー ドの lo.Gali早aもi･叩 隼ついて
研究会では無秩序結晶内における披q)減衰に関する Rubinの最近の仕事







とは限らないのせ あって,例えば Special fre,quenc.yや i)eak struO-
もure なども今でこそ常識だが,それが嵐見された当時は決して常識的なこ








無秩序結晶の中では波がいつも減衰するとい うことを示 した(D中 上まるもの
ではなく,減衰率の upper bound.ょ lower boundを美妓に計暮してお
り'その frequency-dependenc?は理論的な興味があるし,ま-た私が物
研 5月号に書き,また研究会で.も詳 しく話す予定があったように,癖秩序系
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